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この文書は、首都圏整備法（昭和31年法律第83号）第30条の２の

規定に基づき、首都圏整備計画の策定及び実施に関する状況について報

告を行うものである。
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本文中の「首都圏」、「東京圏」、「近隣３県」、「周辺４県」等は、特にことわりのない限り、次

の区域を示す。

首都圏：茨城県、栃木県、群馬県、埼玉県、千葉県、東京都、神奈川県、山梨県

東京圏：埼玉県、千葉県、東京都、神奈川県

近隣３県：埼玉県、千葉県、神奈川県

周辺４県：茨城県、栃木県、群馬県、山梨県

都心３区：千代田区、中央区、港区

多摩地域：東京特別区を除く東京都（島しょ部を含む）

関西圏：京都府、大阪府、兵庫県、奈良県

名古屋圏：岐阜県、愛知県、三重県

●凡 例●
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横浜ベイブリッジ一般部（一般国道３５７号）の開通

（平成１６年４月２４日）

横浜ベイブリッジは、東京湾岸道路の一部として本牧ふ頭と大黒ふ頭の両ふ頭を結ぶ横浜港

港口部に上下２層構造の斜張橋として計画され、上層部の首都高速湾岸線は平成元年に、そし

て、その下層に位置する一般部（国道３５７号）が平成１６年４月２４日に開通した。

横浜港のコンテナ物流の拠点である本牧及び大黒両ふ頭間を行き来しているコンテナ車等は、

これまで横浜市街地の一般道等に一部迂回していたが、横浜ベイブリッジ一般部の開通により、

通称「コンテナ街道」とも呼ばれている国道１３３号をはじめとする中心市街地部における交通混

雑の緩和及び大型車交通量（コンテナ車等）の減少による交通環境、生活環境の改善とともに、

両ふ頭間における物流の効率化の促進が期待される。（詳細はP１０３参照）

……………………………………………………………………………………

開通式典

資料：国土交通省

開通した一般部（下層）

資料：国土交通省
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首都高速埼玉新都心線の開通

（平成１６年５月２６日）

首都高速埼玉新都心線の与野～新都心間の約２．３kmが、平成１６年５月２６日に開通し、さいたま

新都心と東京方面が直結することにより利便性が向上した。

さいたま新都心における有効な土地利用を図り、良好な都市空間の実現に貢献するため、埼

玉県内における首都高速道路としては初のトンネル区間が設けられている。

……………………………………………………………………………………

開通式典

資料：首都高速道路公団

今回開通した区間

資料：首都高速道路公団
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丸の内オアゾ 

0 80 160 240m

※80m＝徒歩約1分 

「丸の内オアゾ」オープン

（平成１６年９月１４日）

平成１６年９月１４日、旧国鉄本社等があった東京駅丸の内北口前に「丸の内オアゾ」がグラン

ドオープンした。「オアゾ（OAZO）」とは「オアシス」を意味し、商業施設・オフィス・ホテル

等から成る複合施設である。商業ゾーンには国内最大級の書店等を擁し、周辺のオフィスで働

く人々以外にも様々な人が訪れ賑わっている。

現在、丸の内地区では東京駅を中心に皇居前に広がる地区の歴史性と統一感のある景観特性

を活かし、新時代に対応する新たな都心像の再構築を目指した街づくりが進められている。こ

のため「丸の内オアゾ」のデザインについては、東京の表玄関にふさわしい風格ある景観の継

承・再構築に配慮されている。

「丸の内オアゾ」は、平成１４年にオープンした「丸の内ビルディング」や、現在建替中の「新丸

の内ビルディング」等と合わせて、この地区のさらなる発展に貢献するものと期待されている。

……………………………………………………………………………………

丸の内オアゾ

丸の内大手町エリアマップ

資料：丸の内オアゾ

資料：丸の内オアゾ
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「首都大学東京」設置認可

（平成１６年９月）

東京都では、従来の４つの都立大学（東京都立大学、東京都立科学技術大学、東京都立保健

科学大学、東京都立短期大学）を廃止して、新たに首都大学東京を設置するための認可を、文

部科学大臣より平成１６年９月に受けた（平成１７年４月開設）。

首都大学東京では、大都市における人間社会の理想像を追求することを使命として、①都市

環境の向上、②ダイナミックな産業構造を持つ高度な知的社会の構築、③活力ある長寿社会の

実現を目指した教育研究に取り組むこととしている。また、都市の文化、経済、技術など、そ

れらが集積する東京でしか学べない「都市の文明」を中心とした教養教育等にも取り組み、創

造力と幅広い視野を養う人間教育を実践していく。

……………………………………………………………………………………

首都大学東京（日野キャンパス）

資料：東京都
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台風第２２号と第２３号、首都圏に襲来

（平成１６年１０月）

平成１６年は、統計開始１）から平成１５年までの最多上陸数６個を大きく上回る１０個の台風が日

本に上陸した。首都圏においては、１０月に台風第２２号及び台風第２３号の襲来と秋雨前線の影響

による暴風・豪雨に見舞われ、各地で交通網の分断、道路冠水、地下街の浸水等の被害が生じ

た。特に、台風第２２号は、伊豆半島での上陸時の中心気圧が９５０hPaで、東日本に上陸した台風

の上陸時中心気圧は、過去１０年で最も低い値となった。また、平成１６年１０月の月降水量が東京で

７８０．０mm、横浜で７６１．５mmとなり、それぞれ統計開始２）以来の月降水量の極値を更新した。

１）台風の統計開始は、昭和２６年（１９５１年）。

２）月降水量の統計開始は、東京で明治９年（１８７６年）、横浜で明治３０年（１８９７年）。

……………………………………………………………………………………

気象衛星「ゴーズ９号」赤外画像

【台風第２２号（平成１６年１０月９日１８時）】 【台風第２３号（平成１６年１０月２０日１５時）】

資料：気象庁ホームページ

横浜市で発生した突風により横転したトラック

（平成１６年１０月９日、台風第２２号）

横浜市における浸水被害状況

（平成１６年１０月９日、台風第２２号）

資料：横浜地方気象台 資料：横浜市

6



羽田空港第２ターミナルオープン

（平成１６年１２月１日）

平成１６年１２月１日に東京国際空港（羽田空港）の第２ターミナルがオープンした。これによ

り、ターミナルビルから直接航空機に搭乗できる便数の割合が増加し、ターミナルビルと遠隔

スポットの間のバス移動を強いられる旅客の割合が大幅に減少され、利用者の利便性が一段と

向上されることとなった。また、第２ターミナルのオープンに合わせて、東京モノレールの羽

田空港第１ビル（旧羽田空港）－羽田空港第２ビル間（０．９km）が延伸開業し、同時に実施され

たダイヤ改正において浜松町－羽田空港第２ビル間が最短１９分で結ばれるようになった。

……………………………………………………………………………………

第２ターミナルビル 東京モノレール羽田空港第２ビル駅開業記念式典の様子

資料：国土交通省 資料：東京モノレール（株）

上空から見た第２ターミナル

資料：国土交通省
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首都圏中央連絡自動車道（日の出IC～あきる野IC）の開通

（平成１７年３月２１日）

首都圏中央連絡自動車道（圏央道）の日の出ICからあきる野ICまでの約２．０kmが、平成１７年

３月２１日に開通した。圏央道は都心から半径４０～６０kmの位置に計画され、首都高速中央環状線、

東京外かく環状道路と一体となって首都圏の環状方向の道路ネットワークを形成し、首都圏の

交通混雑緩和に大きく寄与することが期待されている。

圏央道は、これまでに関越自動車道に接続する鶴ヶ島JCTから日の出IC間（約２８．５km）及び、

常磐自動車道に接続するつくばJCTからつくば牛久IC間（約１．５km）が開通しており、今回開

通する区間を合わせると約３２kmが開通したことになる。

……………………………………………………………………………………

開通式典

資料：国土交通省

圏央道路線図

資料：国土交通省資料より国土計画局作成
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